平成２４年度第１回大阪府立学校結核対策審議会議事録
日　　時：平成２４年１１月２２日（木） １４：００～１６：００
場　　所：大阪府庁新別館北館　職員会議室７
出席状況：出席委員８名
（事務局）大阪府教育委員会教育振興室保健体育課長、主任指導主事、指導主事
１　開会
２　挨拶　　大阪府教育委員会事務局教育振興室保健体育課　課長
３　議事　　　[意見、質疑応答等]　△・・委員　　◆・・事務局
（１）大阪府立学校結核対策審議会の附属機関への移行について
平成２４年１１月１日より大阪府の附属機関となり、今後は大阪府立学校結核対策審議会会規則に基づき審議を行うこと及び「大阪府公立学校結核対策委員会」から、「大阪府立学校結核対策審議会」とすることを事務局が説明。
（２）平成２４年度府内公立学校結核検診実施状況（小学生・中学生）について
　　平成２４年８月末に事務局が行った政令市を除く市町村立小中学校の結核検診実施状況調査結果について、小学校、中学校の状況について以下の事を事務局より説明。
・定期健康診断における患者発見はなし
・精密検査未受検の理由（通訳を通しての説明が必要な保護者、不登校、帰国等）
　　
△　高まん延国からの居住歴に結核発症が多いことから、精密検査対象者のうち居住
歴者がしめる割合を把握するなどの評価が必要。
△　ある市では、高まん延国居住歴者の検診結果においては、感染発見率が高い
という状況であり、検証は必要。
　　
（３）府内の新登録結核患者の状況について
「結核新登録患者数・罹患率年次推移」
「大阪府の年齢階級別新登録小児結核患者数の推移」
「大阪府の新登録患者数」により大府内の結核新登録患者数の状況について関係部局の委員が説明。
（４）府内公立学校結核発生状況について
　「府立学校児童生徒の発生状況」
「市町村立学校における児童生徒の結核発生状況」
「教職員の結核発生状況」ついて事務局より説明。
· 集団感染に至らせないためにも、最初のアプローチが大切。学校において、結核の発見が遅れないよう、教職員の指導が望まれる。
（５）今後の本課の結核対策審議会の在り方について
　　　　　「府立学校結核発生状況年次推移」
「平成２５年度以降の市町村における結核対策委員会設置の方向性について」により、府立学校結核の発生状況を事務局が説明。
◆　平成２４年４月１日学校保健安全法施行規則の改正にもとづき、次年度以降の本府結核対策審議会設置について、ご意見いただきたい。
· 大阪府は全国に比べ発症数が多く、状況把握は必要であり、引き続き設置すべき。
· 市町村の結核検診状況等や結核対策について把握する必要があり、引き続き設置を望む。 
　　　◆　意見を参考に、本府結核対策審議会設置について検討する。
（６）結核検診問診票について
「府立学校結核検診問診票」により事務局から説明。
平成２４年３月発行「学校における結核対策マニュアル」に示されている問診票の例を参考に、地域や学校の実状に即したものを使用すると示されたことを事務局から説明。
◆　府立支援学校については、引き続き単独の問診票を事務局案としたい。
△　保護者が、「結核に特化した問診」と認識し記入するため、単独問診票とする事務局案で良い。
△　市町村では、単独以外の問診を使用しているのか。
◆　把握はしていないが、府立支援学校については単独問診票を使用する事について通知している
（７）その他
　　・今後の結核対策について
· 学校保健関係者には、結核対策について引き続き研修を行う。
